
 
 
 

  
 

各地で次々広がる「戦争法案」反対のとりくみ 
日朝協会 「戦争法」に断固反対する！全国理事会で特別決議 

 憲法共同センター構成団体の日朝協会は、5月 23日の全国理事会で「戦争法案」に反対する特別決議をあげまし

た。特別決議では「70年前の日本敗戦後、韓国・朝鮮の人々へ二度と侵略戦争はしないと約束した九条を含む平和

憲法の改定を、安倍政権は策動している」（略）「この背景として、19 世紀末以降の日本による朝鮮侵略と 20 世紀初

頭からの朝鮮植民地支配への責任を全うしようとしない安倍政権の、アジアと世界から孤立した歴史認識を指摘せざ

るを得ない」「私たち日朝協会は、『戦争法』強行反対、憲法改定反対の国民世論を踏まえて、“緊急事態”条項新設

などの『迂回戦略』という憲法改定の企みを許さず、九条を含む平和憲法を守る決意、『戦争法』に断固反対する決

意を内外に明らかにし、安倍政権にこうした策動を直ちに中止するよう要求するものである」と述べています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦争する国づくりストップ！憲法を守り・いかす共同センター 
文京区湯島 2-4-4 全労連会館 03-5842-5611 (FAX 5842-5620) 

http://www.kyodo-center.jp    mail: move@zenroren.gr.jp 

憲法共同センターNEWS 
2015 年 5 月 29 日  第 58 号  

gou 号 

「新・戦争のつくりかた」朗読劇で 
戦争の悲惨さ訴え 

5月 16、17日長野佐久病院の病院祭での労働組

合ブースで、「新・戦争のつくりかた」の朗読劇を行い

ました。9条の会の署名がびっくりするほど集まり、従

軍経験のある 93歳の看護婦さんが、涙ながらに昔の

ことをお話し下さいました。 

(全労連女性部ニュース NO.562 より） 

 

東久留米市民大集会＆パレードに 130 人 

東久留米では、戦争法案の国会提出の翌 16日、9条の

会、社保協、保健生協、反核平和実行委員会、革新懇、

年金者組合、土建、地区労、新婦人、教祖、民商などが、

民主、共産、社民、無所属議員、連合系労組や中立系労

組、教会等に働きかけて集会を開き、パレードを行いまし

た。二本松はじめ氏がアンプを持ち込み、はじめに、ステ

キな歌を歌い、参加者を激励しました。前回より多くの参

加者でした。 

5/17中野区「戦争NO！集会とパレード」、西東京革新

懇緊急講演会、日野 3 駅一斉宣伝、5/23 あいおい損保

革新懇学習会、5/24東村山「戦争する国にはさせない宣

伝行動」など、各地でとりくみがどんどん行われています。

（東京革新懇 FAXニュース 408号より） 

 

 
5.28 国会前木曜連続行動 1100 人 

「戦争法案 絶対反対！」「いますぐ廃案！」のコールで始まった国会前

連続行動。28 日夕、衆院第２議員会館前から参院議員会館前までたくさん

ののぼりやプラカードが掲げられ、1100 人を超える人々が、「戦争法案の成

立は許さない」と抗議の声をあげました。木曜日は国会へ GO！ 

 

次の国会前木曜連続行動 
＊6 月 4 日（木）18：30～ 

         19：30 

＊衆院第２議員会館前 

    ～参院議員会館前 

 
 
「戦争法案反対！」の声を国会に 

届けよう！ 

◆6月 4日（木）15時～集会 

     ＊16時～議員要請 

◆参院議員会館多目的会議室 

 

6・4 署名提出 
院内集会＆議員要請 

署名を積み上げ国会に提出！ 

その後、「安保法制」特別委員

を中心に議員要請をします。多

くの方のご参加をお願いいたし

ます。 

http://www.kyodo-center.jp/

